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お
願
い

お
手
元
の
こ
の
冊
子
を

別
居
の
ご
家
族
や

上
越
を
離
れ
た
ご
友
人
等
に

お
送
り
い
た
だ
き
、

雁
木
の
ま
ち
高
田
の
未
来
に

想
い
を
致
す
人
の
輪
を

広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

一
般
社
団
法
人 

雁
木
の
ま
ち
再
生

　

新
潟
県
上
越
市
高
田
の
市
街
地
に
は

「雁
木
の
あ
る
町
家
」
が
立
ち
並
ん
で

い
ま
す
。
平
野
部
に
あ
り
な
が
ら
多
雪

の
地
は
、
震
災
や
大
火
を
く
ぐ
り
抜
け

て
、
今
日
も
雁
木
で
つ
な
が
る
暮
ら
し

を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
進

学
や
就
職
を
機
に
、
若
者
は
雁
木
の
ま

ち
を
離
れ
て
き
ま
し
た
。
親
世
代
の
高

齢
化
は
進
み
、
空
き
家
と
空
き
地
は
、

こ
の
先
も
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
雁
木
の
ま
ち
の
住
み
や
す
さ

だ
け
で
な
く
、
そ
の
使
い
や
す
さ
に
気

づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
と
営
み

を
見
つ
け
出
す
人
々
が
い
ま
す
。

　

途
切
れ
な
が
ら
も
長
く
連
な
る
雁
木

の
よ
う
に
、
そ
の
想
い
と
試
み
が
、
こ

の
先
へ
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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雁木の下の三世代

雁
木
通
り
の
水
道
屋
さ
ん

　

北
本
町
１
丁
目
の
踏
切
を
渡
る
と
、
突
き
当
り
の
お
寺
ま
で
両
側

に
雁
木
が
続
く
。
ケ
ー
ア
イ
設
備
の
小
林
正
さ
ん
は
、
雁
木
通
り
の

一
画
で
仕
事
仲
間
と
建
築
設
備
工
事
業
を
始
め
て
26
年
。
８
年
前

に
現
在
地
に
社
屋
を
移
転
し
て
、
息
子
の
直
哉
さ
ん
が
社
長
を
継

い
だ
。
昨
年
か
ら
孫
の
陸
さ
ん
が
加
わ
り
、
総
勢
６
人
の
オ
フ
ィ
ス

に
は
炬
燵
の
あ
る
休
憩
室
も
あ
る
。
自
宅
ま
で
は
徒
歩
数
分
。
雁
木

通
り
の
旧
職
人
町
は
、
仕
事
と
日
常
が
重
な
っ
て
い
る
。

雁
木
町
家
の
特
徴
は
？

　

正
さ
ん　
　

「と
に
か
く
町
家
は
細
長
い
。
水
と
ガ
ス
の
配
管
は
天

井
裏
や
床
下
を
通
り
、
裏
口
と
２
階
も
つ
な
が
る
し
、
血
管
の
よ
う

に
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
だ
か
ら
、
責
任
は
大
き
い
。
漏
水
や
故
障

の
時
は
駆
け
つ
け
て
ま
ず
応
急
手
当
て
、
不
具
合
の
原
因
を
突
き

止
め
て
修
理
し
て
ま
す
ね
」。

　

特
に
蛇
口
の
水
漏
れ
や
ガ
ス
漏
れ
、
排
水
管
の
詰
ま
り
に
は
、
日

常
の
注
意
が
大
切
。
冬
は
給
湯
機
の
配
管
凍
結
や
漏
水
の
危
険
が

高
く
、
お
隣
り
さ
ん
が
気
づ
い
て
連
絡
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。

町
家
暮
ら
し
の
よ
さ
と
、
困
る
こ
と
は
？

　

正
さ
ん　

「私
は
糸
魚
川
の
筒
石
生
ま
れ
な
の
で
、
細
長
い
町
家

に
は
慣
れ
て
る
。
日
頃
か
ら
隣
近
所
と
親
し
く
し
て
、
お
互
い
に
認

め
合
う
関
係
を
大
事
に
。
趣
味
は
ジ
ャ
ズ
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
だ
け
ど
、

町
家
は
音
が
抜
け
る
の
で
注
意
し
て
い
ま
す
」。

　

直
哉
さ
ん　

「今
は
町
家
に
住
ん
で
な
い
け
れ
ど
、
自
宅
と
は
別
に

何
か
に
使
え
る
よ
う
な
場
所
に
な
る
と
面
白
い
。
ま
ち
な
か
で
車

な
し
で
歩
い
て
暮
ら
せ
る
の
は
便
利
だ
と
思
い
ま
す
ね
」。

　

陸
さ
ん　

「町
家
に
住
み
た
い
か
と
言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
。
で

も
、
雁
木
は
子
供
時
代
の
通
学
路
で
、
あ
た
り
前
の
風
景
だ
っ
た
。

な
く
な
る
と
寂
し
い
」。

事
業
の
引
継
ぎ
は
、
ど
の
よ
う
に
？

　

直
哉
さ
ん　

「同
業
の
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
父
の
病
気

も
あ
っ
て
引
き
受
け
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
は
会
社
も
個
人
も
様
々

な
資
格
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
自
分
は
そ
の
前
に
取
得
し
て
い
た

の
で
、
そ
れ
も
有
利
で
し
た
」。

　

陸
さ
ん 　

「目
下
、
仕
事
の
資
格
を
取
る
た
め
に
見
習
い
中
で
す
」。

編
集
メ
ン
バ
ー
紹
介

雁
木
町
家
の
活
用
の
仕
方
も
十
人
十
色
。
固
定
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る

場
所
だ
と
取
材
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。
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ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
友
人
と
雁
木
通
り
を
歩
い

て
い
た
こ
と
が
、
つ
い
こ
の
間
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
あ
た
た
か
な
雁
木
の
ま
ち
が
、

百
年
先
も
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。

野
口 

明
子

雁
木
町
家
の
時
代

雪
の
日
も
外
で
遊
べ
る
し
便
利
だ
と
思
っ
て
い
た
小

学
生
時
代
。
日
当
た
り
の
良
い
家
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
高
校
生
時
代
。
結
局
わ
が
子
も
、
こ
の
雁
木

町
家
で
育
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
な
。

日
浅 

智
恵

今
昔
つ
ぎ
つ
ぎ
物
語

昔
の
趣
を
残
し
た
町
家
も
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
町
家

も
そ
れ
ぞ
れ
に
良
さ
が
あ
り
、
不
揃
い
の
雁
木
の
よ

う
に
、
集
ま
っ
た
一
つ
の
景
色
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

笹
川 

千
佳

表
紙
・
雁
木
町
家
の
時
代　

写
真

H
o
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町
家
で
な
く
て
も
よ
か
っ
た
、
と
始
め
た
お
店
。
そ

う
い
っ
た
お
店
が
雁
木
の
ま
ち
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
景
色
に
な
っ
て
い
く
。
町
家
に
は
そ
ん
な
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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由
有
子

く
ら
し
つ
ぐ

　

昭
和
の
時
代
、
人
口
が
増
加
し

て
人
々
は
市
街
地
に
集
中
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
様
々
な
商
売
が
成

り
立
ち
、
事
業
を
始
め
や
す
い
時

代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
郊
外
の
宅
地
開
発
と
少

子
化
で
、
人
の
流
れ
は
今
後
も
変

わ
る
で
し
ょ
う
が
、
ま
ち
な
か
の

雑
多
な
魅
力
は
生
き
残
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

時
間
を
か
け
て
成
熟
し
て
き
た

ま
ち
に
は

「新
規
参
入
」
を
受
け

入
れ
る
寛
容
の
精
神
と
、
事
業
の

大
小
を
問
わ
ず
「自
分
の
や
り
方
」

を
試
す
ゆ
と
り
も
あ
る
。
そ
ん
な

場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

雁木町家で働く人々

㈲ケーアイ設備 小林 正 さん仕事を継いで､暮らしを支える



飴屋さん前の雁木と石畳

「昭和の部屋」

Q：まちの変化を感じたのは、いつ頃ですか？

髙橋：普段の生活に必要なものはそれなりに

間に合っていましたが、 大きく変わり始めたの

は２０年ほど前ですね。

石川：以前は100軒以上のお店があったのに、

まず魚屋さんや履物屋さんなどの商売が厳し

くなり、その後もどんどん減って、うちも酒屋で

すが、 個人事業で自分の子供に継承しようと

いう方は少ないのでは。今後も商店が消えてい

くという流れは、なかなか止められないですね。

竹内：全体として雁木そのものは残っている

印象ですが、 一軒一軒を見ると現代風のつく

りになったものが多く、 古くからの雁木町家と

いうのは数えるほどになってきましたね。

Q：竹内さんがお隣の町家を購入したきっか

けと、その活用の経過は？

竹内： １０年前に、家主さんが郊外に住宅を新

Q：雁木の街なみを受け継いでいくためには？

石川：誰かここで商売をしたいという方があれ

ば、継承することは可能でしょう。他所からも人

が入りやすい制度や仕組みを整えて魅力的な

まちをつくり、そこへ色々な人が来てくれるよう

にしてまちを残すことができるか？ そのために

は、まちが魅力的でなければなりません。

　商売を営む方々の他に、一般の方々が住まわ

れてこそ、街なみが成り立ちます。２０軒に１軒の

間隔で商店があっても、住んでいる人々 が出て

しまえば、雁木の街なみというのは残らないで

すよね。まち全体としての大きなビジョンを作っ

ていく必要があると考えます。

髙橋：誰でも気軽に集える店があり、たとえば、

日によって使い方が変わる町家というのも面白

いかもしれません。竹内さんのように、雁木通り

を歩く人々が楽しめるように飾るのも、その一

歩で非常に良い試みだと思います。

Interview

 

 

 

　両親が亡くなり、 空き家となった実家の相談が増

えています。考えられる対応としては、 ①取り壊す、

②相続して売る、 ③相続して貸す、 ④相続しない

（相続放棄） といった方向が考えられます。

　それぞれの家族の事情を考慮して判断せざるを

得ませんが、①の取り壊すにはかなりの費用がかか

り、 空き地に固定資産税がかかり続けます。 将来

土地を利用する予定のある場合に向いています。 

②の方法が一番すっきりしますが、 売り手が多く買

い手が少ないために希望の価格では売れない時代

です。 ③も借り手を探すのに苦労する上に補修は

貸主の責任であるため、問題解決の先延ばしに過

ぎないかも知れません。 ④の方法は他の遺産も相

続できないため、不動産以外に預貯金などがほと

んどない場合に限定されて、その後もやっかいな

問題を抱え込む可能性がありますので、あまりお

勧めはできません。

　令和５年４月から、「相続土地国庫帰属制度」 が

創設されましたが、 建物があると利用できず、 土

地だけの場合でもハードルの高い制度になっていて、

利用できる事例はかなり限定されてしまいます。

　空き家は、今後ますます増加することが確実です。

百年先を見越して新しい宅地造成は制限し、中心

市街地に住宅を誘導するような政策をより強化す

る必要があるように思います。

雁木のまち再生 理事  岩野 秀人

司法書士のつぶやき

空き家を相続した。 どうしよう！

築するので隣家を買わないか、という話があっ

て購入しました。初めの５年間は町内有志にミ

セとチャノマの２室を貸して、 毎週の野菜販売

や出前を取ってお酒を飲んだりしましたね。そ

の後はマンガ本を置いて、 学校帰りの小学生

が気軽に立ち寄れる場づくりを考えたことも

ありました。

　そこで、 床下に眠っていた古いオーディオ機

器を置いて、他のレトロな品物も並べて飾り始

めると、近所の方もそろばんなどの古い品々を

持ってこられて、今のようになりました。『昭和の

部屋』と呼ぶ方もいらっしゃいますね。

石川さんと竹内さん （高橋飴屋さん前にて）⬅

上越市消防第一分団もまちを支える

青田川を灯りで飾った夕べ



 

 
 

instagram.com/kenichiro099
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「美楽展」 蔵の音楽ライブ
Duo : le popolus

イガラシマサト(gt) & aco (cl)

instagram.com/gangipatope/

北折さんと美楽展BGM選曲のHirofumi さん

東岸の稲田から、緩やかに曲がる細い道に沿う雁木

通りは、国道１８号の高架をくぐって四ケ所、戸野目へ続きま

す。昔から変わらないその風景の中に、かつての「糀屋」がアー

トギャラリーとして使われています。古い家の空気が満ちて、

昔のままの町家それ自体が作品になっているようで、新たに

関わる人たちも増えています。

　今後も様々な企画を発信していきますので、是非来ていた

だき、この雁木通りを散策してみるのはいかがでしょうか。

　雁木の下は私有地です。 お住まいの方やすれ違う方とさり

気ないコミュニケーションも大切にしましょう。

関川

2023年11月
山形市出身｡古民家暮らしの拠点として

上越市に移住し､多くの民家を再生中。

上越市出身｡サラリーマン生活の傍ら

制作を続け､退職後も発表している。

photo

art music



高田小町高田世界館
世界ノトナリ

瞽女ミュージアム
　　　高田

瞽女ミュージアム
　　　高田

旧今井
染物屋

➡➡
HÖBARÜHÖBARÜ

CASUAL DAYS

住所 ： 新潟県上越市大町 5-1-6

時間 ： 8:00-18:00( 冬季は 17:00 まで )

定休 : 火曜日（変更は Instagram に掲載）

電話 ： 080-9993-1587   

車の方は近隣の有料駐車場を利用ください

Instagram　@casual.days_

住所 ： 新潟県上越市北本町 1-2-2

時間 ： 11:00-17:00( 売り切れ時は終了 )

定休 : 水、日曜日 （変更は Instagram に）

電話 ： 025-520-7751       

駐車場 ： 7 台（店舗とセブンイレブン前）

Instagram @hobaru.joetsu

４０

雁木通りから儀明川と青田川沿い
を散歩したり、高田小町で一休み。
高田世界館で映画を見たり、雁木
通りのお店や朝市、春秋のオープン
ガーデンも様々です。雁木から高
田城址公園まで足を延ばして、ピク
ニックランチも楽しいでしょう。

「大町通りの朝市」  © ひぐちキミヨ

上越市の高田は、1614年の高田城築城と共につくられ
た城下町です。城を堀と武家地で囲み、その外側の街
道沿いに町人地を配置しました。町家の軒先に「雁木」
と呼ばれる庇が連なり、その利用はすべての人に開か
れています。現在も使われ続けている「雁木通り」は、日
本一の長さを誇ります。　（上越市「町家読本」より）

神奈川県出身。 パン職人としてキャ
リアをスタートして、 東京や軽井沢
のベーカリーカフェで経験を重ねた。
２０２１年に上 越に移住、 カフェの
オープ ンに向け た準 備を 進 めて
2023 年９月にオープン。齋藤 直樹 さん

さいとう　なおき

上越市出身。 2019 年に糸魚川の自
宅 を リ フ ォ ー ム し てベ ー グ ル 店
「HÖBARÜ」 を開業。 上越から糸魚
川に通うお客さんも増え、 2023 年
5 月に高田の雁木通りの一画に念願
の２号店をオープン。

ホオバル

大野 友規子 さん

おおの　　ゆきこ

つぎつぎ vol.3
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● 高田図書館

高田城址公園
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